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第2表　　木田における生育収丑

茎数 （柾数）本／株 ー
出 穂 期
月　 日

有効茎
歩 合分けつ始

占月18日

出 穂 期

7 月50日

l
成 熟 期

区　　　　名
収丘（晦／a）

わ　 ら 玄　 米

1　穣
詰粒数

1 8 ．8 1 5 ．9 1 8 ．2

％

8 8 7 月 2 7 日 7 1．1 5 9 ．8 9 8 ．5

％

9 8

1 8．4 1 8 ．5 1 7 ．2 6　9 〝 d 9 ．2 5 7 ．7 8 1．8 9　 7

1 9 ．1 1 7 ．° 1 7 ．7 6　9 〝 8 7．5 5 9 ．5 8 5 ．8 9　 2

1 7．0 1 9 ．1 1 8 ．8 8　 5 7 月 2 8 日 7 2．0 8 0．0 1 0 0 ．8 9 1

1 占．0 1 7．8 1 7．8 8 1 〝 7 5 ．5 8 2 ．4 1 0 0 ．5 9　 4

1 5 ．7 1 7．7 1 7．8 7　 2 7 月 2 7 日 ‘7 ．5 8 9 ．5 7 8 ．5 9　 4

1 7 ．1
l

1 8 ．9 1 8 ．4 7　 8 7 月 2 4 日 8 8 ．0 8 5 ．5 9 7．9 9　 4

1 7 ．1 1 5 ．9 1 5 ．5 8　7 〝 占 1．8 8 8 ．8 9 8 ．0 9　 8

2 0 ．8 1 7 ．4 1 7 ．5 8　8 7 月 2 7 日 7 5 ．5 8 0．9 8 1．0 9　 占

2 0 ．8 1 8．1 1 占．5 5　8 〝 7 1．5 8 5．8 1 0 0 ．5 9 1

1 8．2 1 8 ．5 1 8 ．2 占　7 7 月 2 9 日 7 2 ．0 8 2．0 1 1 5 ．5 9 1
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かではない。

このように初期生育促進の効果が後期生育と収畳に

つながらずに，慣行栽培管理の中で消失しているが，

初期生育が促進されたものは，葉色の鶴色が早いこと

などを考え合わせると，初期生育に対応した管理と，

初期生育促進を期待する栽培技術体系のもとで十分有

効に活用できるものと考えられる．

4．　む　■　　す　　び

このように，苗の素質と木田生育との関係を検討し

た結果，若干の関係は認められるが明らかな相関が認

められない。

このことは，対象を畑苗代の均一栽培とし，十分調

整した栽培管理の中で生育させた首であるため，その

昔は形態上の差が小さく，本試験のように，栄養生理

的効果をねらう場合には，ここに掲げた調査項目以外

に，活着期以後の初期生育と相関の高い調査法が今後

明らかにされるべきであろうと考えられる。

水稲の機械移植栽培法の確立に関する研究

第2報　稚苗移植栽培における除草法

岡田　晃治・嶋買　和夫・山口　邦夫・須藤　孝久

（秋田県鳥試）

1．　ま　え　が　き

近年移植機利用栽培の開発には着るしいものがあり，

まだ僅々の未解決な点はあるにしても一応，苗や圃場

の条件，栽培管理の適正な場合，慣行手植とほほ同程

度の収最が得られるようになり，移植作業の省力化が

可能になってきた。

しかし除草法については未解決な点が多く，省力化

が十分進んでいない。この点について昭和42年から

行なわれた一連の除草法試験のうち雑草の発生消長，

初期除草，中期除草の試験成桁から二三のものを取

りまとめて報告する。
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2．稚苗移植栽培開場における雑草

発生消長

移　植　後　日　数

0　　10　　　20 30　　　40 50　　　60　　　70

′　ビ　　　」

マツパイ

コナギ・ヒロハイヌ′ヒナ

＿　一J■」

キカシグサ　　　　　　　　　　　ー■■－

第1図　椎首移植栽培圃場における雑草発生
消長（19鯛秋田）

この試験は昭和45年に行なわれたもので，5月8

日代掻，5月10日移植された圃場における調査結果

である。

第1図に示すとおり椎苛移植栽培は比薮的早期に移

植される関係上，雑草の発生は普通移植より遅れがち

で，ノビェは移植後5日くらいから発生が始まり15

日から20日くらいで最盛期になる。その後援慢な発

生が続き，普通移植栽培より10日内外発生期間が長

い。マツバイも発生始めはノビェより5日くらい遅れ

るが，その後の発生についてはノビェと同傾向を示す○

広葉雑草のコナギ，キカシグサなどは普通移植栽培と

同傾向の発生を示すが，これらの草瞳は，暖地型であ

るため，春先の低温にあった場合発生が遅れる傾向が

見られる。なお雑草の発生丑は全般的に多目である。

5．　本田初期除草

主としてノビェ，マツノミイなどの初期雑草を対象に

して昭和42年に行なった試験である。

1，試験方法

（11供試晶瞳：ヨネウ′p

（2）代　　掻：5月11日

（3）移植期：5月18日

（4）移植方法：

手植区‥‥移植機でカットして4～5本のも

のを手値（薬剤処理層の故かいさ

れない状態）

機械植区‥‥カソリウ式TM1－2塾（人力）

移植機使用（薬剤処理層の故かい

される状態）

（5）使用薬剤：fCf，粒剤（器％）

Nエア粒剤（7％）

C N P粒剤（7％）

（6）処理栗丘；土壌表層処理108当りSKダ

土壌混層処理10a当りるKク

（7）移植時の首の生育状態

草丈9．5〝！，　英数2．0某

2．試験結果と考察

残
革
具
対
放
任
区
風
乾
亜
比
率
）

か縛　混欄i摘l　掛野　≠凋
・　　　l　　　・　　　　－　　　」．J

NIP PCP CNP

副審　貞馴磨　Zはl　房州l　来牒

NIP PCP CNP

第2図　初期除草剤による除草効果（処理後
50日）（19占7秋田）

第2区lに示すとおり表層処理では各薬剤とも手植区

で各軍種に除草効果がきわめて高いが機械植区では各

薬剤とも効果が劣り，掛こノビェに対しての効果が劣

った。これは移植織によって薬剤の処理層を故かいす

るためと患う。またfOP粒剤はマツバイの除草効果

少なく再生最が多い。

混層処理ではNエア粒札　PCp粒剤とも手櫨，機

械値とも各茸踵に除草効果がきわめて高く，持続効果

も長い。

稲生育に対する影響は表層処理でほとんど認められ

なかったが混層処理でP C王）粒剤が接触的な葉枯れと

深植え個体の枯死，正常個体でも新薬の抽出が遅れが

ちとなった。初期分けつの抑制も大きく最高分けつ期

が遅れ，当然有効茎歩合の低下もきたした。この傾向

は機械値で大きい。これは首ひもをカットする過程で

稲が傷めつけられ，薬剤の接触でその告作用が助長さ

れるためと思う。

以上からNエア粒剤，CNf粒剤が効果も高く，稲

生育に及ぼす影響も少ないことが知られ，初期除草剤

として一応実用化の見通しを得た。
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第1表　　稲の生育調査

轟 、鼠 目 移 植 50 日後
出 港 期

（月 日）

玄 米 重

比 率草　 丈 茎　 数

封　エ　f

表 手　 植
　 cm
2 5．2

　 禾

1 7．0 7．5 0

　 ％

1 0 8

暦 機 械 植 2 5．5 1 5．5 5 1 1 0 9

混 手　 植 2 8．占 1 8．1 7．5 1 1 0 9

層 機 械 植 2 5．1 1 4．5 8．1 1 0 8

f　C　P

表 手　 植 2 5 8 1 8．8 7．5 0 1 0 7

＿層 機 械 植 2 5．5 1 8．5 5 1 9 8

混 手　 植 2 占．1 1 8．7 7．5 1 1 1 1

層 機 械 植 2 5．8 1 5．5 8．1 9 7

C　王 ．P
表 手　 植 2 5．0 1 7．5 7．5 D 1 0 9

層 機 械 植 2 4．8 1 5．7 8．1 1 0 7

手
手　 植 2 4．5 1 5．5 7．5 0 1 0 0

機 械 植 2 5．9 1 占．7 5 0 1 0 0

放　 任 手　 植 2 7．4 1 0．7 7．2 9 1 0 0

機 械 槙 2 7．2 1 2．1 5 0 9 2

注．表層・‥・整地後土壌表面処理

温層…・代掻時土壌表面5m位に混入

4．本田中期から後期の除草

前述のごとくノビェの発生が緩慢で長期l及ぶたち

初期除草剤使用後も再発生が少なくないことや，中・

後期に発生する雑葦防除のために用いられるPAM粒

剤やア■M：B粒剤などは，フェノキシ系薬剤が混合され

ている関係で中期（5葉拗以前）の水稲に危険がある

ことなどの理由から，安全で効果的な中期除草剤，特

に／ビェに対して使用適期・：高の広いものが求められて

いた。そこで最近開発された数薬剤を剛・て初期除草

剤との併用，あるいは単用等の効果を検討し，除草体

系組立ての素材として昭和44年に試験を行なった。

1．試験方法

（1）供試品種　ヨネシロ

（2）代掻，整地　5月9日

（3）移植期　5月12日

（4）使用移植機　カソリウ式動力2条植

（5）試験区　第2表の通り

（6）処理薬最　いずれの薬剤も10a当り5Kク

2．試験結果と考察

（1）除草効果

SW絹09－S粒剤‥‥C NP粒剤の初期除草がある

場合は各軍踵にきわめて除草効果が高く，その後の再

生仕草も少ない。しかし初期除草のない場合，ノビェ

第2表　　試験区一覧

ノ広
処　 理　 日　 （移 植 後 日 数 ）

5 l　 1 2 1 8 2　0 2　7

1

2

5

4

5

8

7

8

9

10

1 1

12

15

14

15

C N P

C N P

C N P

C N P

C N p

C N P

C N f

C N P

S W d8 09 －S

B 50 15 S

S W d 809 －S

B 50 15 8

中 耕

S W d 8 09 －S

B 5 0 15 S

S W d8 09－8

8 50 15 S

手 取 り

（申耕 ）

P A M

M C C ・M

M C C ・M

手 取 り

P A m

M C C・M

M C C ・M

CNP榔剛二よる抑期除草 初期除草なし

第5図　　中期除草剤による除草効果
（1989秋田）

に対しては移植後12日処理が効果高く，移植後18

日処理の2～5某期では残革丑多目となる。また広葉

雑草に対してほ移植後12日の土壌処理効果が小さく

再生丑が多目となり，移植後18日の発生初期処理で

効果が高い。

B●5015・S粒剤…■CN：P粒剤の初期除草のある

場合は，両処理時期とも各軍種にきわめて除草効果が

高いが，初期除草のない場合の移植後12日の土壌処

理でコナギの再生丑がわずかに見られる。

MCC・M粒剤…・ノビェに対しては移植後27日の

5某期処理では残葦丑が多い。しかし，移植後20日の
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2～5菓期処理では致葺丑も少なく，効果が高い。広

葉雑茸，マツノミイに対しては初期除草のあるなしにか

かわらずきわめて効果が高い。

（2）稲の生育に対する影響

sw－d809－S粒剤…・移植後12日処理で分けつ

抑制があるが，その後の生育に影響する程ではないd

B・5015－6粒剤…・処理後まもなく下葉の費化が

認められたが稲に対しての影響はきわめて少ないo

MCC・虹粒剤…・移植後20日の5菓期前処理で生

育抑制とロー′レ菜の発生があり，その程度はきわめて

大きい。移植後27日の5葉期後の処理では生育の抑

制は認められるが程度は軽い○

以上から移植後15日から20日のノビェの2菜期

前後の処翠ではSW‘809－S粒札B・5015－S粒剤

とも有効であり，移植後25日以降の処理であれはM

c c．M粒剤でも十分稲の生育に影響なく，除草効果

を高めることができ，中耕や手取りをまったく省略で

きることが認められた。

5．　ま　　　と　　　め

初期除草，中期除草と一連の除草法について試験を

行なったが一応初期除草にNエア粒札　C封■P粒剤を

土塊処理することによって実用性高く，その後雑草発

生の多少，早晩に応じてSW－8809－．S粒札　B・50

15－S粒札　MCC・M粒剤などの中期除草剤によって，

中耕除草，手取除草を全く省いた除草が可能であると思う○

石灰窒素の秋期処理によるノビエ種子の

休眠覚醒防除について

田村　茂広　・　斉藤昭四郎

（山形県段試庄内分場）

1．　緒

近年，冨山農試によって石灰窒素の主成分であるカ

′レツケム，シアナミグドがノビェの休眠覚醒に有効で

あることが確認され，いわゆる稲作休閑期の′ピェの

防除法が開発された。これは，従来のノビェの防除法

とは全く異なった画期的なもので，方法，効果，省力

等の面から非常に注目される。

しかし，それは，処理時期，処理量によって効果が

著しく違うばかりか，かなりの地域差のあることが報

告されている。

著者らは，そうした石灰窒素によるノピェの防除技

術を山形県庄内地方において確立するために種々の試

験を試みたので報告する。

2．　試　　験　　方　　法

試験は1968年秋から1989年春にかけて行ない，次

の≡点について試験を行なった。

試験1石灰窒素の処理時期と処理畳に関する試験

：石灰窒素によるヒエの休眠覚醒は処理後の温度と石

灰窒素の畳によって規制されることから，適切な処理

時期と処理量を知ろうとした。

試験は1988年9月中旬に稲を刈り取った水田に50

×50mの木枠を設定し，その中に均一に同じく9月に

採槌したケイヌ・ビェの完熟桂子を9月20日に播瞳し

た。播種後は，種子の流亡を防止するため，軽く鋲圧

し，その後，区の条件に応じて，所定の時期に，所定

畳の石灰窒素を上より手で散布した。石灰窒素は窒素

21％の粉状である。供試したケイヌビェ種子は休眠

の条件を均一にすることから出穂期の同一のものを選

定した。播毯時は乾燥種子のまゝで，休眠覚醒段階は

第1期であった。

区の条件としては，まず処理時期を山形県藤島での

平年平均気温19．5℃の9月25日，同じく17・0℃

の10月5日，それに，15．0℃の10月14日の5時

期とした。また，処理量はa当り製品畳で1・OKク，5・0

鞄㌧　占．OKク，9．0Ⅹクの4条件とし，さらにこれに無処

理区を加えた。

処理後は，定期的に発芽毯手数を調査した。発芽範

子の判定は肉眼観察によるものであるが，翌春の死滅


